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秋
田
市
立
図
書
館
は
、
平
成
27
年
度
か
ら

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
契
約
に

よ
り
、
市
の
施
設
な
ど
に
企
業
名
や
商
品
名

等
を
冠
し
た
「
愛
称
」
を
付
け
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
施
設
の
利
用
者
な
ど
へ
の
Ｐ
Ｒ
が

で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
に
対
し
、
そ
の
対

価
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
秋
田

市
立
図
書
館
で
は
、
対
価
を
図
書
資
料
購
入

な
ど
に
あ
て
る
こ
と
で
、
よ
り
充
実
し
た
図

書
館
づ
く
り
に
貢
献
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
福
祉
施
設
な
ど
を
運
営
す
る

「
株
式
会
社
き
ら
ら
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
」

が
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
愛
称
も
「
き

ら
ら
と
し
ょ
か
ん
」
と
な
り
ま
し
た
。

愛
称
変
更
に
伴
い
、
各
市
立
図
書
館
に

は
「
き
ら
ら
と
し
ょ
か
ん
」
と
い
う
愛
称

が
入
っ
た
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
明
徳
館
で
は
令
和
３
年
７
月
２
日

に
看
板
の
除
幕
式
を
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
来
４
月

に
行
う
予
定
だ
っ
た
も
の
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
遅
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
当
日
は
晴
天
と
な
り
、
き
ら
ら

保
育
園
か
ん
と
う
通
り
と
す
こ
や
か
保
育
園

の
園
児
た
ち
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
除
幕

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

株
式
会
社
き
ら
ら
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代

表
取
締
役
、
鈴
木
嘉
彦
さ
ん
は
除
幕
式
の
ス

ピ
ー
チ
で
、
「
き
ら
ら
と
し
ょ
か
ん
」
と
い

う
愛
称
に
つ
い
て
、
子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
ま

で
、
訪
れ
た
方
の
瞳
が
き
ら
き
ら
と
輝
く
よ

う
な
図
書
館
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

を
込
め
て
付
け
た
と
お
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
き
ら
ら
と
し
ょ
か
ん
明
徳

館
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

きららとしょかん明徳館

図書館だより
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窓

明き
ら
ら
と
し
ょ
か
ん
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

明
徳
館
日
和

館
長

　
齋
藤

　
徹

大
晦
日
、
ま
だ
丑
年
の
う
ち
に
寅
に
変
身

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
旧
年
中
に
読
ん
だ
本
か
ら
お
薦

め
を
紹
介
。「
帆
神　

北
前
船
を
馳
せ
た
男　

工
楽
松
右
衛
門
」
（
玉
岡
か
お
る
著　

新
潮
社
）

〝
北
前
船
〟
が
気
に
な
っ
て
手
に
取
る
。

播
州
高
砂
の
漁
師
の
長
男
、
訳
あ
っ
て
故

郷
を
追
わ
れ
る
が
、
船
頭
で
名
を
上
げ
、
海

商
と
し
て
出
世
す
る
一
代
記
。
船
の
走
り
を

一
変
さ
せ
る
「
松
右
衛
門
帆
」
な
ど
船
の
改

良
と
港
湾
改
修
で
、
海
運
に
革
命
を
も
た
ら

す
。
頂
い
た
名
字
が
工
夫
を
楽
し
む「
工
楽
」。

読
後
感
は
実
に
爽
快
だ
。
秋
田
の
港
や
、
松

右
衛
門
を
崇
拝
す
る
高
田
屋
嘉
兵
衛
も
登

場
。
思
い
が
け
ず
、
三
十
年
ぶ
り
に
「
菜
の

花
の
沖
」
を
読
み
返
す
。

丑
年
に
偶
然
読
ん
だ
が
、
松
右
衛
門
の
幼

名
は
「
牛
頭
丸
」
。
さ
て
今
年
は
寅
に
因
ん

だ
ど
ん
な
本
と
出
会
え
る
か
楽
し
み
だ
。　
　

玉岡かおる 著

『帆神』（新潮社刊）

いざ、除幕！

式典後の記念撮影こちらが「きららとしょかん」の看板



－ 2－

当
館
で
は
、
図
書
館
か
ら
遠
く
離
れ
た
地

域
に
あ
る
公
共
施
設
や
社
会
福
祉
施
設
な
ど

に
配
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
貸
出
・

回
収
す
る
配
本
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年

間
配
本
日
程
表
に
基
づ
き
、
年
６
回
巡
回

し
、
お
お
む
ね
２
か
月
で
本
を
交
換
す
る
も

の
で
す
。
配
本
冊
数
は
、
原
則
30
～
50
冊
で
、

内
容
は
配
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
希
望
に
添
う

よ
う
に
当
館
が
選
び
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
新
た
に
広
面
児
童
館
へ
の

配
本
を
始
め
ま
し
た
。
構
成
内
容
は
、
絵
本

20
冊
、
読
み
も
の
20
冊
、
紙
芝
居
５
冊
、
工

作
の
本
５
冊
で
す
。
こ
ち
ら
に
は
小
学
校
低

学
年
向
け
の
内
容
の
本
を
選
ん
で
い
ま
す
。

他
に
も
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
老
人
ホ
ー
ム
、
託
児
所

に
も
配
本
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
人
向
け
に

は
、
小
説
や
料
理
の
本
、
園
芸
の
本
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
届
け
て
い
ま

す
。
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
が
利
用
で
き
る

配
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
秋
田
市
立
図
書
館
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
「
配

本
事
業
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

配
本
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
業
所
の
概

要
や
住
所
が
確
認
で
き
る
資
料
を
ご
用
意
の

上
、
当
館
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
令
和
４
年
度
の
配
本
希
望
の
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
）

広面児童館

太平地区

コミュニティセンター

日本の公共図書館の大多数が分類方法として採

用している日本十進分類法は、本の内容を10のグ

ループ（第一区分）に分け、さらにその１グルー

プを10に分けて細かく分類していくものです。

1928年に森清が「和洋図書共用十進分類表案」

を発表し、翌年「日本十進分

類法：和漢洋書共用分類表

及索引」として刊行されたの

が始まりです。

以降、時代が移りゆく中で

改訂を重ね、2014年に最新版

である現在の新訂第10版が登

場しました。

分類することによって同じ

ジャンルの本がまとまって並

ぶので、書名が不明でも探

しやすい棚になります。

秋田市立図書館の本は、これまで1978年に改訂

された日本十進分類法（NDC）第８版に基づいて

背ラベルを作成し配架しておりましたが、現在、

最新版第10版（2014年改訂）に移行し、貼り替え

作業を進めています。

背ラベルは分類記号や図書記号などを活用し、

本を探しやすくするため、図書館の本の背に貼ら

れています。一度にすべてのラベルを貼り替える

ことは困難なため、しばらくの間、旧ラベルと新

ラベルが混在します。ご理解とご協力をお願いい

たします。

日本十進分類法とは？背ラベル更新作業進行中

21 

596

新ラベル
料理

日本料理

の中の

旧ラベル

596

料理

【第一区分】

０　総　　記

１　哲　　学

２　歴　　史

３　社会科学

４　自然科学

５　技　　術

６　産　　業

７　芸　　術

８　言　　語

９　文　　学

〝
配
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〟
が
増
え
ま
し
た
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子
ど
も
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
を
育
て
る
体

験
イ
ベ
ン
ト
「
あ
そ
び
の
は
じ
ま
り
」
が
、

令
和
３
年
10
月
31
日
（
日
）
、
秋
田
市
文
化

創
造
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、

工
作
し
た
り
、
秋
田
で
活
躍
す
る
プ
ロ
の
仕

事
に
触
れ
た
り
と
、
様
々
な
体
験
が
で
き
る

催
し
が
行
わ
れ
、
多
く
の
親
子
連
れ
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

図
書
館
が
協
力
し
た
「
は
ら
っ
ぱ
図
書
館
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
移
動
図
書
館
イ
ソ
ッ
プ

号
の
特
別
出
動
、
お
は
な
し
会
、
本
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
。

イ
ソ
ッ
プ
号

を
初
め
て
見
か

け
た
と
い
う

方
々
も
た
く
さ

ん
集
ま
っ
て
、

興
味
深
そ
う
に

ご
覧

に

な

っ

た
り
、
じ
っ
く

り
本
を
読
ん
だ

り
。
図
書
館
利

用
カ
ー
ド
を
登
録
し
て
、
初
め
て
本
を
借
り

る
方
も
い
ま
し
た
。

明
徳
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
お
は
な
し
会
で
は
、
芝
生
の
上
で
ゆ
っ

た
り
と
お
話
の
世
界
に
浸
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
午
後
は

雨
の
た
め
、

会
場
が
芝
生

か
ら
デ
ッ
キ

に
変
更
さ
れ

ま
し
た
が
、

多
く
の
人
が

集
ま
っ
て
盛

り
上
が
り
ま

し
た
。

ま
た
、
「
あ
そ
び
」
に
関
す
る
本
を
展
示

し
、
自
由
に
手
に
取
っ
て
読
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。
思
い
思
い
の
場
所
で
、
家
族
で
絵
本

を
読
み
合
い
、
読
書
を
楽
し
む
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

児 童 の 部一 般 の 部

イソップ号特別出動！

芝生の上でおはなし会

家族で絵本を楽しむ

第
68
回　

産
経
児
童
出
版
文
化
賞

第
70
回　

小
学
館
児
童
出
版
文
化
賞	

『
う
し
と
ざ
ん
』	

高
畠　

那
生

第
61
回　

日
本
児
童
文
学
者
協
会
賞	

『
拝
啓
パ
ン
ク
ス
ノ
ッ
ト
デ
ッ
ド
さ
ま
』	

石
川　

宏
千
花

第
61
回　

日
本
児
童
文
学
者
協
会
賞	

『
万
葉
と
令
和
を
つ
な
ぐ
ア
キ
ア
カ
ネ
』	

山
口　

進

第
59
回　

野
間
児
童
文
芸
賞	

『
わ
た
し
、
パ
リ
に
い
っ
た
の
』	

た
か
ど
の　

ほ
う
こ　

第
165
回　

芥
川
賞	

『
貝
に
続
く
場
所
に
て
』	

石
沢　

麻
依

第
165
回　

芥
川
賞	

『
彼
岸
花
が
咲
く
島
』	

李　

琴
峰

第
166
回　

芥
川
賞	

『
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
』	

砂
川　

文
次

第
71
回　

Ｈ
氏
賞	

『
針
葉
樹
林
』	

石
松　

佳

第
67
回　

江
戸
川
乱
歩
賞	

『
北
緯
43
度
の
コ
ー
ル
ド
ケ
ー
ス
』	

伏
尾　

美
紀

第
67
回　

江
戸
川
乱
歩
賞	

『
老
虎
残
夢
』	

桃
野　

雑
派

第
52
回　

大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞	

『
女
帝
小
池
百
合
子
』	

石
井　

妙
子

第
38
回　

さ
き
が
け
文
学
賞	

『
転
が
る
バ
レ
ル
』	

村
雲　

菜
月

第
57
回　

谷
崎
潤
一
郎
賞	

『
ア
ン
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
』	

金
原　

ひ
と
み

第
165
回　

直
木
賞	

第
34
回　

山
本
周
五
郎
賞	

『
テ
ス
カ
ト
リ
ポ
カ
』	

佐
藤　

究

第
165
回　

直
木
賞	

『
星
落
ち
て
、
な
お
』	

澤
田　

瞳
子

第
166
回　

直
木
賞	

『
塞
王
の
楯
』	

今
村　

翔
吾

第
166
回　

直
木
賞	

『
黒
牢
城
』	

米
澤　

穂
信

第
69
回　

日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
賞	

『
さ
だ
の
辞
書
』	

さ
だ　

ま
さ
し

第
69
回　

日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
賞	

『
宿
無
し
弘
文
』	

柳
田　

由
紀
子

第
74
回　

日
本
推
理
作
家
協
会
賞	

『
イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル
』	

坂
上　

泉

第
74
回　

日
本
推
理
作
家
協
会
賞	

『
蝉
か
え
る
』	

櫻
田　

智
也

第
34
回　

三
島
由
紀
夫
賞	

『
旅
す
る
練
習
』	

乗
代　

雄
介

移
動
図
書
館
イ
ソ
ッ
プ
号
特
別
出
動
！

あ
そ
び
の
は
じ
ま
り

令
和
３
年
度
の
主
な
文
学
賞
受
賞
作

※
文
学
賞
名
な
ら
び
に
同
時
受
賞
者
名
は
五
十
音
順
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令和３年度事業

♦２／１９

講師：朝香美保子氏（「太極拳 立華」主宰）

体を動かしながら、心身の健康について学ぶ。

併せて関連図書の展示・貸出し。

市民文化講座
「太極拳からうまれたゆったり体操　
 誰でもできる養生功」 ♦３／１２

保存期限が過ぎた図書

館の雑誌を、市民の皆

さんに無料で提供。

「雑誌リサイクル」

♦２／４、２／５（内容は両日とも同じ）

講師：小国裕実氏（明徳館元館長）

幕末から明治維新にかけて活動した、橋本左

内など４人の生き方を通して、激動の時代の

一端に迫る講座。

市民文化講座
「幕末維新期 非業のヒーロー」

♦１０／２３、１１／６（全２回）

講師：山田佐和子氏（大人のあそまなびばen）

多読学習の入門講座。他の学習法との違

い、自分のレベルに合わせて読み進める

コツを学ぶ。

市民文化講座
「はじめての多読英語　
 図書館でたくさんの英語に触れよう」♦９／２６

ボランティアによる、

人形劇「三びきのやぎ

のがらがらどん」、大

型絵本「おばけのてん

ぷら」などの上演。

「明徳館
 　　子ども広場」

♦１０／１～１１／１４

北海道・東北ゆかりの作家

の作品を展示・貸出し。また、

北海道・東北の文学館や作

家記念館のポスター・パン

フレットを紹介。

読書週間2021企画資料展
「北の文学 北海道・東北の文学を楽しむ」

♦４／６～５／３０

明徳館以外の市立図書

館で所蔵している雑誌

の展示・貸出し。

資料展示
「あなたのために秋田市立図書館の
 雑誌を集めました。」 ♦４／２０～５／１６

乳幼児の発達段階に合わせて、絵本

を中心に展示。また、小学生向けに

読書のバリアフリーに関する本を紹

介。

こどもの読書週間資料展示
「本ではぐくむ こどものこころ」

♦４／２３～５／１２

♦１０／２７～１１／９

期間中の平日に、ボランティアが市

内の保育施設などを訪問し「おはな

し会」を開催。

「訪問おはなし会
 　　　　　－読書週間－」

♦６／２２～７／４

♦１／２５～２／６

第１回芥川龍之介賞の正賞で

ある懐中時計を１階カウン

ター前に展示。

「第１回芥川賞正賞
 懐中時計特別展示」

♦６／２６

ボランティアグループ「おはなしハー

モニー」による、人形劇「３びきのこ

ぶた」の上演。

「アニバーサリースペシャル
 フォンテ文庫 
 　　　　ありがとう10周年」 ♦６／２７、７／４、

　７／１１

５、６年生の図書委員を中

心に、学校図書室に置いた

ら役に立ちそうな本を選ぶ。

「小学生の選書体験」

♦１０／３１

♦会場：秋田市文化創造館

子どもたちが様々な体験をするイベン

トにイソップ号が出動。ボランティア

によるおはなし会を実施。

移動図書館イソップ号特別巡回
「あそびのはじまり２０２１」

♦１２／１１

職員によるマジックショーや、ペー

プサートシアター、紙コップシア

ターの上演。

「フォンテ文庫　
 ウィンタースペシャル
 　　　冬のおたのしみ会」 ♦１２／１９

児童コーナーの書架整

理、カウンター業務、

おすすめ本の展示コー

ナー作りを体験。

「図書館のお仕事たいけん」

♦８／５

布バッグに自分で切り抜いた紙を配置

し、染色してオリジナルのマイバッグ

を作る。関連資料の展示・貸出し。

夏休み子ども講座
「切り紙でデザインする
 ステンシルマイバッグづくり講座」

♦９／７～９／２９

連携：保健予防課

感染症予防の食事に関するパネル

展示と、関連図書の展示・貸出し。

食生活改善普及運動月間資料展示
「じょうずに食べて、
 じょうぶなカラダをつくろう！」♦８／１１～９／５

♦共催：独立行政法人国際協力機構 ＪＩＣＡ東北

秋田県内のＪＩＣＡ海外協力隊の活

動やＳＤＧｓを紹介するパネル展示

と、関連図書の展示・貸出し。

資料展示
「ＳＤＧｓでつながる世界展」

♦７月～１２月

司書が行っている選

書と同様の手順で、

本を選ぶ。

「中学生の
 　　選書体験」

♦７／６～７／１５ ♦８／４～８／２９
　（７／１６～８／３は工事のため休館）

夏休みの課題や自由研究の題材とな

るような図書の展示・貸出し。

資料展示
「調べ学習に役立つ夏休みチャレンジコーナー」

♦８／４～８／９

子ども専用の読書相談コーナーを設

け、本の探し方などをアドバイス。

「図書館で見つけよう！
 子ども調べものカウンター」

令和３年度に中央図書館明徳館、フォンテ文庫で実施したものを紹介します。


